
 

 

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

平成26年  6月  25日 

  兵庫県知事 殿 

 

 

                     提出者                   

住 所                 住 所 兵庫県たつの市新宮町大屋字大谷667-32 

兵庫県たつの市神岡町東觜崎天神388 

氏 名   リンテック株式会社 新宮事業所 

 野間 隆文   

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号     0791（65）1515  

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  リンテック株式会社  新宮事業所 

事 業 場 の 所 在 地  兵庫県たつの市新宮町大屋字大谷667-32 

計 画 期 間  平成26年4月1日から平成27年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 1834 工業用プラスチック製品加工業 

②事 業 の 規 模     製品出荷額 124億 69百万円 

③従 業 員 数       187名 （平成26年3月期） 

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程
処理計画 別紙添付 図3. 産廃物処理フローシート 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

     

 

 

    処理計画 別紙添付 図4 環境管理組織一覧表 

 

 

 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成25年度）実績】       

特別管理産業廃棄物の種類    廃油      

排 出 量 134ｔ -ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 各機械別に排出量を調査し、工程内作業洗浄に関して 

洗浄手順の見直しを実施、溶剤使用量の削減をおこなった。 

洗浄に使用する溶剤使用頻度を増やし使用量の削減を 

おこなった。 

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 廃油  

排 出 量 130ｔ -ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 外部会社による蒸留処理を計画、リサイクルへの推進を計る。 

  

 

 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃油・・・（廃油・回収溶剤・廃ウエス）での3分別化保管。 

 

 

②計画 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組） 

 内2分別化（低濃度廃油・回収溶剤）濃度別、他社蒸留処理 

による燃料化の推進を図る。 



 

 

（第３面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成 -年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量 -ｔ -ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量 -ｔ -ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成   年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量 -ｔ -ｔ 

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量 -ｔ -ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

    

  

 

②計画 

【目標】   

特別管理産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 -ｔ -ｔ 

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量 -ｔ -ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成 -年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類   

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た 

特別管理産業廃棄物の量 
-ｔ -ｔ 

（これまでに実施した取組） 

  

  

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類   

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 
-ｔ -ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ①現状 

【前年度（平成24年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 廃油  

全 処 理 委 託 量 134ｔ -ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
134ｔ -ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 -ｔ -ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 -ｔ -ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

134ｔ -ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・廃棄物発生部署において、工程改善に取り組み、廃棄物削減 

・塗工工程において塗工残液の削減 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 廃油  

全 処 理 委 託 量 130ｔ -ｔ 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
130ｔ -ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 -ｔ -ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 -ｔ -ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

130ｔ -ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・引き続き、塗工工程において塗工残液の削減 

・低濃度廃油、回収溶剤）の有価処理の推進。 

 

・ 廃油処理に関して、濃度別に廃油を区分し外部会社による蒸留処

理を計画、リサイクルへの推進及び、有価処理化を図る。 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ

と。 

４ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及

び取組を記入すること。 

５ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。 

 ６ 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委

託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定

を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っ

ている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ７ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「―」を記入すること。 

８ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 



26年度 特別産業廃棄物処理計画

リンテック株式会社　新宮事業所



１．会社概要
(1) 社          名 ： リンテック株式会社（ＬＩＮＴＥＣ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ）

(2) 本社所在地   ： 〒１７３－０００１
　　　 　　　　　　 東京都板橋区本町２３－２３

(3) 設         立  ： １９３４年（昭和９年）１０月１５日

(4) 資   本   金  ： ２３２億１００万円

(5) 従   業   員  ： 連結…４,２７０人　単独…２,５５２人 (２０１３年３月３１日現在）

(6) 売   上   高  ： ：2,032億42百万円 単体：1,608億20百万円 (2014年3月期) 事業年度

(7) 取 引 銀 行  ： みずほ銀行・三井住友銀行・三菱東京ＵＦＪ銀行・りそな銀行

(8) 決   算   日  ： ３月３１日

(9) 事 業 内 容  ： 粘・接着製品、粘着関連機器、特殊紙、加工紙、加工フィルムなどの開発・製造・販売

２．当事業所に於いての事業概要
(1) 事業所名称    ：リンテック株式会社　新宮事業所

(2) 事業所所在地  ：〒６７９－４３４３
　　　　　　　　　　　兵庫県たつの市新宮町大屋字大谷６６７－３２

(3) 従業員数       ：187名（２０１４年３月３１日現在/協力会社従業員を含む）（ｵﾌﾟﾃｨｶﾙ材、新居浜加工所を除く）

(4) 生産品目       ：光学関連粘着製品の製造

(5) 製品出荷額    ：１２４億６９百万 （２０１４年３月期／新居浜加工所を除く）

(6) 製造フローシート　：　別紙添付　図１.

(7) 工場組織図　　　　：　別紙添付　図2.

(8) 廃棄物処理フローシート　：　別紙添付　図3.

(9) 環境管理組織一覧表  ：　別紙添付　図4.

(10) 連絡先
　　　　　　　担当者　：　リンテック株式会社　新宮事業所
　　　　　　　　　　　　　　　　　生産管理課　　野間　隆文　
　　　　　　電話番号　：　(0791)　- 65　-　1515(代表)

(11) 計画期間　　　　　：　　平成25年4月1日　から　平成26年3月31日まで



３．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(1) 責任者及び管理組織

所属　:　新宮事業所 新宮事業所　所長　　　

所属　:　新宮事業所 新宮事業所　製造部副部長　　　 

組織名　:　生産管理課長　

産業廃棄物処理責任者 新宮事業所生産管理課長

組織名　:　生産管理課　担当係長

特別管理産業廃棄物責任者 生産管理課　担当係長　

○廃棄物処理方針の策定(方針管理展開指示書)

○実行組織委員の任命

○環境事務局員の任命

○法規制による管理者の任命

○廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認

○環境マネジメントシステムの確立、実施及び維持管理

○環境管理文書の策定・改定の承認

○　環境マネジメントシステム(産業廃棄物処理管理)運用に関する諸項目

　①環境マネジメントシステム文書の審議

　②環境目的、環境目的の審議(廃棄物を含む)

　③環境管理計画の審議　

　④環境マネジメントシステムの年次実績報告

○　環境管理計画の一環として各部署が策定する廃棄物削減計画について

　　 環境マネジメントシステムで運用と実績について報告する。

　①委員長…事業所長

　②委員 　…所長により選任された者と法的責任者

　③事務局…所長により選任された者(辞令書による)

○廃棄物処理計画の作成

○廃棄物管理状況の把握と改善策の検討

○処理業者、再生利用者の調査、選定及び管理

○契約書の締結

○産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理

○監督官庁への各種報告

○社員・関連会社に対する教育・啓発

○その他関係する事項

(2) 環境管理組織　：　別紙添付　図4.

(3) 管理体制の強化
①管理体制
　　工場内の各部署と協力し、廃棄物処理に対応するたサイト実行組織委員会を編成する。

②管理方法
　　方針管理展開実績表で月次の実績を報告し進捗管理する。
　・産廃フィルム引取り量削減
　　廃棄化を回避する為、廃棄物発生工程において、廃棄物の仕分けをおこないリサイクルへの
　　取り組み強化を実施する。（有価物への転換）
　・廃ウェス、廃フィルターの削減
　　廃棄物発生部署において、工程改善に取り組み、廃棄物削減を目指す
　・廃油(特別管理産業廃棄物)の削減
　　塗工工程において塗工残液の削減に取り組み、廃棄物削減を目指す
　・廃油(特別管理産業廃棄物)濃度分けによる再生化及び、蒸留処理による再生化の推進。
　　他社により蒸留をおこない燃料化の推進を図る。

総括責任者

環境管理責任者

役
割

環境管理責任者

サイト実行組織委員会
(環境管理委員会)

廃棄物処理総括責任者

廃棄物処理管理担当課長

廃
棄
物
担
当

産業廃棄物

特別管理産業廃棄物



(4) 教育 ・ 研修
　環境マネジメントシステムに定める教育訓練の手順に従い、廃棄物処理と管理に関する事項について
　定期的に又、必要に応じて教育訓練を実施する。

(5) 情報公開
　廃棄物処理に関する信頼性を確保する為、廃棄物の発生、分別、再利用状況について情報の公開に
　努める。

４．廃棄物の処理に関する事項ついて

(1) 基本事項
①産業廃棄物の適正処理を確保する為、関連する法令、その他の規制を遵守するとともに行政の環境
　対策に協力する。
②発生した産業廃棄物は自ら処理することを原則とし、処理業者に委託する場合であっても、収集運搬
　から処分に至るまで確認し的確に管理する。（電子マニフェストでの対応）
③最終処分量の削減、再利用の拡大等について、数値目標及びその達成時期を定め実施する。
　又、これらの処理に関する目標及び計画は、定期的に必要な見直しを行う。
④廃棄物処理について以下の事項を実施、関連会社にも必要な指導を行う。

・工程内リサイクルを推進する
・発生抑制を考慮した製造方法を検討する
・資源化、燃料利用を推進する
・再生利用ルートを確保する
・処理内容を確認し、処理業者と適正な委託契約を締結する
・特別管理産業廃棄物の適正処理を確保する

(2) 特別管理産業廃棄物処理の状況
当工場から発生する産業廃棄物は塗工工程から排出される廃ウェス、廃フィルターと廃油である。
発生量は平成25年度実績で廃油、廃ウェス、廃フィルターは　134tの排出であった。
平成24年度に引き続き、25年度も生産量予測をかなり下回った。
平成25年度、排出量目標 204t ⇒ 実排出量 134tとなった。
新たに目標設定3％減を目指し130ｔを目標とする。
生産計画での効率化（効率の良い生産計画）を図り産業廃棄物の削減を推進する。
排出液を濃度別に分け他社による蒸留・回収溶剤の採取並びに、燃料化の推進を図る。

5．特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

単位：トン／年

Ｈ25年度 排出量 134ｔ

6．特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

(1) 廃油、濃度分けによる再生利用への推進（15％目標）

1）濃度別に廃油を区分し、外部会社による蒸留処理を計画、リサイクルへの推進を計る。（有価処理）　　　　　　

単位：トン／年

再生利用量計

20

廃 棄 物 の 種 類
自己中間処理後再生利用量

廃油 134 0 0

廃油

産業廃棄物発生量
(H25年度)

平成26年度　計画

自己直接再生利用量

134

廃 棄 物 の 種 類

発生抑制　

再利用

その他

廃棄物量
(H25年度) (H26年度)

130

産業廃棄物発生量目標
具体的取組

生産計画での効率化・回収溶剤燃料化



製造フローシート　：　添付　図１.



リンテック㈱　新宮事業所　組織図 工場組織図　：　添付　図2.

第1製造課

所長代理新宮事業所長

第2製造課

生産管理課

品質保証課

第1品質保証係

第2品質保証係

設備計画係

事務課

生産技術課

第1生産技術係

第2生産技術係

設備技術課

保全係



リンテック㈱　新宮事業所　廃棄物処理フローシート 廃棄物処理フローシート　：　添付　図3.

　　　　 

粘着塗工

表面処理

廃油
廃油
廃油

濃縮・蓄熱排ガス処理装置

熱交換機

濃縮装置

蓄熱装置

熱交換器

最終処分　（セメント）

排気ガス
　　

排気

バーナー

リサイクル

巻き取り 包装 出荷

金属クズ

製糊 乾燥

委託処理部分の範囲

中間処理 (焼却）

焼却施設

収集運搬

原料

処理、処分 破壊処分

廃棄物

製造工程

外気

廃油
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【法的責任者】

（事務局長）

●事務課（CW）

●生産管理課（PM）

●第1製造課（FM）

●第2製造課（SM）

●品質保証課（QA）

●生産技術課（PT）

●設備技術課（ET）

部
　
　
　
署

事
務
課

生
産
管
理
課

第
1
製
造
課

第
2
製
造
課

品
質
保
証
課

生
産
技
術
課

設
備
技
術
課

記号 CW PM FM SM QA PT ET

実
行

担
当
者

各
課
係
長

1
名

各
課
係
長

1
名

各
課
係
長

1
名

各
課
係
長

1
名

各
課
係
長

1
名

各
課
係
長

1
名

各
課
係
長

1
名

文
書
管
理

担
当
者

各
課
担
当
者

1
名

各
課
担
当
者

1
名

各
課
担
当
者

1
名

各
課
担
当
者

1
名

各
課
担
当
者

1
名

各
課
担
当
者

1
名

各
課
担
当
者

1
名

（委員）

（副委員長）　　新宮事業所　所長代理

（代理者）　　　　　　　　新宮事業所　所長代理

各部署実行組織

（委員長）　　　新宮事業所　所長

ｻｲﾄ環境管理責任者(EC)         製造部副部長

ｻｲﾄ環境管理事務局(ES)

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理士　　　　　　設備技術課担当者

廃棄物処理責任者　　　　生産管理課課長

特管産廃管理責任者　　　生産管理課担当者

図4.

ISO14001　組織一覧表

内部環境監査員

【ｻｲﾄ実行組織委員会】

電気主任技術者　　　　　設備技術課担当者

【ｻｲﾄ経営層】　　　　　        新宮事業所　所長

各課課長

各課課長

各課課長

各課課長

各課課長

各課課長

各課課長

ISO14001 リンテック株式会社 新宮事業所


